
技
術
☆
↑
い期

一
　

は
　
，
）
め
　
に

尾
峡
桐
輸
一多
部
に
お
け
る
挫
業
生
産
は
停
一滞
的
で
、
生
産
力
ヽ
高
く
な

か
っ
た
の
で
、
州
ク
地
方
の
挫
民
を
余
業
ド
む
す
び
つ
け
る
契
批
■
な
し

い
い
】
す
い
．呼
・”
嗽
韓
印
執
れ
約
庄
い
帥
【
十岬
」
「
一封
中
坤
切
一
『
瑚
笠

さ
て
、
革
木
判
の
知
ク
本
柿
い
直
接
生
洋
一子
で
あ
る
被
元
の
ュ
品
が
、

仲
質
を

一、
て
産
地
木
綿
円
ほ
に
集
荷
さ
れ
、
こ
つ
閉
一ほ
か
ら
出
荷
さ
れ
て

一一卿て，‐す”“蜘喘ホ内むャや性位車犠項一中舛巾！作悔市一”れ荘いな

却一巾工ｒ，伸嚇一印Ｗ
十二大嘘「一】十『帥ネ輸性瑚中一〕」や中”神Ｗ一中

呼琳輸取峡叫判叫的坤取帥輸輸出れ一一
てこ‐．姉瑚一帥的車中「い

い一抑〕れ対理一市巾応”い与、の生産桃４】については，一竹エヤ品控さ

上
こ
ろ
で
、
ネ
末
期
に
お
け
る
機
業
の
生
産
構
造
の
先
岨
は
、
市
―ｌｉ
子

に

お

け

る

知

多

木

縮

生

産

と
価

格

形

成

に

つ

い

て

「
コ

称
胆

十Ｌ
庁へ
ｒ」
・よ
っ
▼Ｌ
十Ｈ
性イ
岸ユ
経
庄立「
の
汁
」ム
ム
的
巾一竹
，仕
ヤレ
龍
いブ，、
ル々
一
Ｗ
一ヽ
〕
巾
一
、　
≡゙
ら
・
に
、

市
川
氏
と
機
来
の
史
的
た
提
段
牌
の
評
価
を
空
に
す
る
が
、
川
一抑
取
次
氏

“
弾
侍
一ば
岬

帥
』
部
蜘
噛
瑚
斑
“
焼
け
】
，帥
鞠
持
い
い
中
庁
悼
・貯
一
”
軸

っ
王
＝
允
，
＝
し
卜
前
進
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
こ
て
、
小
一柚

て
い
天
保

・
芥

よ
川
を
中
心
に
、
水
紳
生
産
を
い
Ｌ
な
む
紋
元
の
存
在
形

態
を
木
柿
価
林
一杉
成
の
祝
点
か
ら
検
討
し
て
、
知
ク
本
納
生

‐‥七
構
造
北
明

い

言
茄
に
供
し
た
い
ン
岳
，う
．

註
（
―
）

抑
，
一掛
に
お
け
る
撲
業
生
産
の
特
性
と
準
ド
一層
分
化
に
つ
い
て

十ｉ
別
札

■
〒
走

し
て
い
る
。

（
２
）

■
た
円
源
助
手
一記

「
知
ク
木
納
ｉｆｌ
■
」
合
対
方
兜
＝
先
■
■
四

（
３

）

（
４

〉

（
竹
乏
内
家
丈
苫
）．
ｕ
下
の
行
諭
中
、

て
竹
之
内
矢
女
き
て
あ
る
ぅ

オβl

/ _  ¬

tよ イ(

子i
ブ)

い
て
は
、
林
土

天

「
在

二
人
Ｈ
≡

少
順

さ
れ
た

―一- 42 -――-41;―

(lr｀ 'ツ

（
５
）

信
火
活
〓
郎

十】近
代
日
水
産
業
史
序
説
」
↑
日
木
評
論
■
ヽ

一叫

西
光
述

「
日
本
に
お
け
る
産
業
資
本
の
形
成
』
（
お
茶
の
よ
さ
万
）
、

三
瓶
孝
子

『
日
本
機
業
堤
六
雄
山
門
）
た
ど
が
桃
精
的
に
ヽ
れ
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
。
な
お
、
明
治
中

・
存
一畑
の
生
産
構
汁
Ｆ

つ
い

て
は
、
林
英
夫

「
知
多
木
前
に
お
け
る
ｒ
〓代
化
過
裡
」
を
そ
古
屋

商
科
大
学
論
集
」
六
号
）
が
あ
る
。

（
６
）

市
Ｈ
子
正

コ
幕
末

・
明
治
初
期
の
紋
物
業
に
お
け
ろ
土
去
生
産

子
の
存
在
形
態
」
Ｃ
ｔ土
地
制
度
班
学
」
口
号
】

「
禅
村
Ｉ
上
に
お

け
る
に
術
労
働
」
合
コ封
建
社
会
肝
体
畑
の
に
仙
労
働
一』青
木
書
店
）
、

「
挫
村
工
業
の
展
開
」
（
歴
史
学
研
究
会
綱
『
明
治
縦
新
七
甘
先
討

庄
」

付
土

巻

（
平
凡
仕
）
な
ど
が
あ
る
。

（
７
）

川
一耐
慎
次

『
株
祥
体
制
解
体
期
の
柱
活
椎
語

』
（
お
楽
あ
・
水

章］

一”
▼一

一　
知
多
木
綿
の
生
産
形
態

万
延

・
文
久
川
で
は
あ
る
が
、
江
戸
の
三
井
家
が
卸
夕
の
ホ
市
問
Ｅ
竹

之
内
よ
に
あ
て
た
キ
鮪
，か
ら
、
知
多
部
に
お
け
る
木
神
生
ま
の
よ
一九
を
出

き
出
し
て
次
に
し
め
し
た
。

〔
二
月
十
六
日
付
日　
本
紙
ｌｌｉ
祈
之
時
節

ｉ
に

へ
者
、
性
英

二
下
掛
り
前
、

大
次
縦
出
之
品
消
沢
二
持
込
、　
一
下
落
為
仕
度
共
而
己
祈
一中
に

〔
五
月
十
六
日
付
〕

最
キ
れ
女
性
来

二
■
掛
り
下
地
出
来
沖
ｋ
　
御
丁

問
通
り
懸
引
校
戊
Ｍ
ふ
将
、
何
★
御
白向煮
不
面
一
蜂
手
候

一
六
月
廿
九
Ｈ
付
】

木
々
迄
都
合
充
本
作
之
上
、
水
面
類
★
数
一誠
出
し

計
品
消
沢
相
成
、
★
升
落
れ
仕
度
打
巾
御
芋
御
座
に

〔
七
月
十
日
付
〕

末
女
迄
都
含
克
前
作
十
分
正
入
出
来
、
向
水
綿
相
★

数
紙
‐十‐
し
、　
一
除
下
落
市
内
向
致
地
為
件
庄
祈
中
御
“

二
御
庄
供

〔十
月
八
日
付
〕

一一
々
秋
収
入
中
二
而
迪
十
歳
方
法
止
メ
品
払
底
之
処

…
中
略
…
高
来
木
締
撤
出
し
無
少
候
…
‐―‐
１１１各
…
挫
作
之
車
枚
世
ｋ
相

■
候

ハ
ヽ
、
そ
織
多
分

二
而
寸
卜
下
落

‐‐ｒ
中
見
込
二
布
之

【
十
月
十

一
Ｈ
付
」

頃
一口
方
新
締
納
出
し
之
品
工
而
寸
度
下
落
可
中
止

祭
候
へ
共
州
何
可
布
之
，試
、
何
イ
挫
半
円
「■
附
十
分
粒
出
し
、　
ｔｉｌ上
々

下
サ
ば，れ
中止
度
布
一．甲
作
一

こ
れ
ら
の
言
雨
か
ら
み
て
、
知
多
部
に
ふ
け
る
水
納
あ

牛
此
に
お
も
に

提
閃
期
に
お
こ
な
わ
れ
、
挫
禁
川
に
減
逃
十
る
と
い
う
季
節
的
を
助
を
も

っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
本
締
牛
産
い
挫
作
業
め
労
働
均

配
分
に
よ
っ
て
コ
）″・ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
た
つ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
大
保

十
四
″年
十

一
月
の
触
状
に
も
、

「
此
節

ハ
男
女
上
札
御
午
ｋ
米
本
ｊｉ也
頭
年

代
米
”打
方
二
柄
原
り
層
使
代

ハ
句
諭
之
卒

二
件
一、
―ィ‐
を
十
世
て
不
納
紋
古

し
に
，析
申
付
伎
訳
■

ニ
ハ
？
而
無
之
…
中
略
…
御
午
女
を
初
洪
十業
獅
水
之

不
可
成
候
様
■
神
丈
し
…
中
略
…
お
り
出
多
沈

二
州
戊
候

（
ハ
Ｈ
ラ
銘
々

波
世
之
為

二
ヽ
工
」
と
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
尼
張
杯
の
知
ク
本
柿
化
に

堤
肋
も
納
元
の
性
来
生
産
と
一行
の
う
え
に
な
さ
元
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
，

こ
の
知
杉
六
神
れ
挫
注
行
程
に
つ
い
て
、

「
半
円
町
姓
」
の
■
ヤ
い
よ

の
よ
う
に
の
ベ
ィ
、
い
る
。

女
ｆ

ハ
巾
■
Ｈ
注
綿
作
ノ
行

ハ
ル
ゝ
二
■
ヒ
何
レ
ノ
挫
よ
モ
綿
作
ヲ

ナ
シ
手
之
ア
経
納
ｉｔ

ン
。
死

二
打
神
卜
す
才
。
ネ
車
卜
林
エ

ル
紡
校

機
＝

工
夜
り
之
フ
ネ
ト
ナ
ス
．
共
工
程
世
力

一
一
日
一
人
ｉ
十
匁
▼

紡
ガン
亨
と
‐ド
ス
。
ェ
ネ
ブ
以
テ
由
★
締
】ャ″撤
り
．
之
ヲ
対
■
承
卜
林



セ
ン
よ
柿
由
二
吹
キ
。
或
ハ
綿
卜
交
換
ャ
手
ス
之
ラ
紡
校
ス
ル
ヲ
常

卜

Ｌ

い

．

こ
〕
記
述
Ｌ
女
保

・
方
よ
期
ご
ろ
の
知
多
■
神
生
産
を
あ
う
わ
し
て
い

ち
。
こ
れ
に
よ
れ
は
、
占
時
の
本
締
生
産
は
漱
元
が
締
作

・
「和
ネ

・
紙
布

う
二
行
程
を

一
質
し
て
お
こ
な
う
経
営
と
、
納
作
を
切
り
い
な
し
て
訪
糸

・
報
布
の
二
行
在
を
お
こ
な
う
経
営
と
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く

に
、
如
多
郁
て
い
紳
作
は
あ
ま
り
平
上
ふ
尭
、
天
保

，
弘
糀
蜘
に
い
木
神

ｒｉｉｔ
産
の
市
要
に
応
じ
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
柿
作
を

分
離
し
た
識
元
い
縦
神
の
大
手
に
つ
い
て
、
天
伴
十
二
年
木
柿
門
注
の
数

取
状
に

「識
元
へ
も
と
図
仕
、
勿
諭
晒
地
等
者
別
阿
氏
ひ
、
柿
等
も
術
何

快
品
相
波
し
載
出
さ
せ
候
」
と
の
べ
、
ま
た
弘
化
三
年
ド
組
仲
買
留
代
の

炊
順
状
に

「小
前
方
江
締
小
求
附
、
木
紳
細
出
シ
方
出
情
致
さ
十
に
‥
中

略
　
締
守
夫
去
貸
附
木
柿
縦
―――
シ
方
肋
よ
せ
候
」
と
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、

＝い
小
■
門
に
は
榊
巾ほ
一
・
れ
払
貝
か
ら
”桃
抽
岬
の
工條
仰
一
々
）
む
り
て
い
た
“前
一五
ギ、ご
ゆ
っ

た
。
し
か
し
、
人
保
十
四
年
の
触
状
に

「知
多
耶
江
三
州
〃
綿
先
と
相
明
、

織
‐十‐
候
木
柿
不
阿
之
直
段

二
市
買
取
」
と
か
、
弘
化
三
年
仲
買
の
取
苦
に

「近
来
御
部
内
キ
土
州
よ
り
柿
小
先
荷
引
商
人
村
々
家
こ
と
に
出
入
仕
…

中
略

…
柿
小
先
柿
共
送
招
メ
相
成
候
様
」
と
■≫
る
よ
う
に
、
織
元
ｔｉ
納
布

を
取
先
し
て
汁
一柿
を
雌
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
、

さ
ら
に
、
織
元
の
紡
ネ

・
締
一布
の
分
業
化
に
つ
い
て
は
、
天
保
十
四
年
，
一張
落
が
木
締
生
汗
５
払

大
を
ほ
か
る
た
め
、

「繰
締
を
以
紹
糸

二
い
た
し
、
共
上
お
り
立
″
〓処
迄

子
牧
懸
り
、
年
内
に
お
り
上
ケ
候
依
無
覚
束
Ｆ
得
よ

、
稲
糸

一而
■
一入
縦

ヤ
Ｆ
共
ｔ
不
革
候
」
と
い
う
触
状
を
出
し
た
。
こ
れ
は
織
元
の
作
文
あ
う
″

ち
、
紡
糸

・‐を拙
布
の
二
行
柱
が
分
離
せ
ず
、
生
産
行
程
が
分
業
化
し
て
い

な

か

っ
一
竹

」
と

を

Ｌ
・
め

―
工

●
Ｔ
Ｉ
う

。

十

な

わ

ち

、
如

多

部

に

お

け

る

木

締

生

産

に

分

業

の

水

熟

な

、
押
い
充

の

生

一ｋ

労

働

に

も

上

ず

ｒ

家

父

一長

村

的

依

内

工

と

の

形

態

が

一
般

的

で

、

い

～

だ

挫

業

生

産

ヤ

離

肛

し

，
れ
な

い

小

営

業

の

段

階

に

あ

っ
一
た
Ｌ

考

え

サｆ，ヽ
宇
布

．

キ
宍

≡

）

半

円

町

編

合
刊

『
半

出

町

定

』

上

、

一

０

七

頁

。

（
２

）

寺

オ

村

て

は

天

保

八

年

に

糾

地

ｉ

六

四

町

ム水

の

う

ち

納

作
中が

三

六

町

で

あ

り

、

常

滑

村

で

は

耕

地

工

五

町

余

の

う

ち

村

作

が

文

化

工

々
ｒ

上

町

、

球

杢

・ハ
年

に

一
町

三

畝

、

安

政

二

年

に

一
町

二

工

に

す

ぎ

な

い

（
天

保

八

年

「
如

多

郡

寺

水

村

田

山

附

性

」

八

艦

支

所

架

度

文

書

、

文

化

工

・
斉

永

六

・
安

政

二
年

「
如

ク

耶

■

汁

村

田

畑

甲

百

附

ｒ牌
世

・肥

日

家

文

書

）
ｃ

（
３
〕）

森
原
章

「
知
ク
末
綿
生
産
の
展
望
」
（林
”
草
有
イ‐―
方
本
納
問
圧

の
史
的
博寄
巴
塙
書
一”
）
。
な
お
、
如
一多
末
柿
生
」度
は
三
河

・
山
城

・
伊
勢

・
河
円
産
の
繰
綿
に
依
存
し
て
い
た
。
な
か
で
も
す
河
オ

拭
Ｌ

取
■
「ケ
十ま

″

「ャ
■
先

（
４
〕）

森
Ｔ
章

「
近
世
知
多
木
納
買
次
聞
屋
の
存
在
形
態
」
食
‐地
方
姓

研

究

」

イ
〓

ハ

・
七

合

併

号

）
。　
氏

は

問

屋

が

「
内

―ｌｉ‐

」

（
縦
一
納

）

の

一刺
貸

で

末

――を

実

林
］
の

決

活

を

し

て

い

る

場

合

も

あ

る

こ

と

を

指

摘
一

Ｌ
一
て

い

／、）
。

百
一　
本
綿
価
格
の
構
成

こ
こ
で
は
、
知

―夕
本
綿
の
価
格
が
ど
の
よ
う
な
計
算
か
ら
な
り
た
っ
て
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( l S 2 )

し

l

一
六
‐

メ戸F

力■

力｀

1こ

1

力=

lli

ふう

q V r i

キ占|

――――

洋

工
故
先

す

る
。
問

に

は

や
は
り

延
送
蛍

を
合
一む
雑
女

銀
せ

↑

と
口
Ｅ

”

「
Ｈ
止

」
（
隔

地
――――
訣

波
刊

湖

）

を

加

え
、

≡

と
に
、
ど

小
地
」

一
皮
蚊

七
句
ｆ

分
を
に

と

い
う
価

杵

が
成

立
し

た

の

で
あ

る
。
な

お

、

こ

り
，獅
布

＝
１１１‐
格
粧
戊
に
阻
行
程
の
賞
百
が
計
上
さ
れ
て

生

■

一糾

の

こ
十
一て
お
る
。

と
こ
で
、

「末
地
」
を
ふ
く
い
た
七
銘
柄
の
大
柿
の
価
祐
構
成
Ｌ
削
十

を
統
ｉ

共
に
し
め
し
た
。
こ
の
共
に
し
た
が

っ
て
、
価
格
矛
一桃
成
す
る
安

――
を
大
別
す
れ
ば
、
縦
神
代

・
打
資

・
阿
わ
の
り
代

≡
新
木
代
を
，
■
改
、

厳
＝

・
冊
を
納
一元
生
産
安
、
仲
買

・
問
庄
の
神
牲
を
流
通
致
、
仲
京

・
問

に
の
日
止
を
そ
れ
ぞ
れ
の
収
益
に
よ
」
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
す
、
上

■
の

「茶
地
」
か
ら
‐ｉｔ
屯
質
の
劣
る

「初
鷹
」
ま
で
を
全
体
持
に
■
る
と
、

＝
料
，政
は
価
格
の
四
エ
ー
四
九
％
、
同
様
に
生
産
☆
は
■

一
―
四
Ｈ
％
、

流
通
一伐
‐―
二
句
衣
、
仲
賞

・
問
腎
収
益
は
四
句
前
後
に
な
る
。
こ
！
席
坪
、

材
料
賞
プ
ラ
ス
生
産
史
Ｌ
価
杵
の
九
二
％
よ
に
お
よ
び
、
し
か
も
　
こ
の

≡
ち
撤
元
つ
収
律
十
為
生
産
数
が
工
〇
％
ほ
ど
に
も
あ
た
っ
て
い
争
じ
な

い
、
材
料
安
に
紋
機
そ
の
・他
の
並
具
の
帆
料
が
計
上
さ
れ
て
い
た
■

の
は
、

大
き
な
何
を
し
め
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

つ
ご
に
、
各
銘
柄
の
本
締
の
統
上
げ
Ｈ
数
は

「末
地
‐
か
ら

「″
鷹
」

ま
で
工
Ｈ
半
か
ら
四
日
の
キ
が

あ
る
。
こ
の
知
多
木
神
の
生
産
件
●
■
政

工
年
開
”
…こ
の
を
帆
白
木
巾
の
一
反
紋
手
間
六
崎
≡
く
ら
ボ
て
高
か
っ
た
こ

一
反
に
心
要
な
縦
紳
り
土
は

「■
地
」

一
●
Ｏ
匁
か
ら

「初
姫
」
七
六
匁
ま
で
の
差
が
あ
り
、
十
柿
術
株
あ
梅
と

，
使
用
す
る
殺
柿
の
上
Ｌ
、
そ
れ
に
と
も
な
ら
／識
元
に
よ
る
紡
糸

・
統
布

の
労
働
力
土
出
の
大
小
に
算
出
の
基
礎
を
お
い
て
い
る
こ
と
が
わ
ネ
る
。

小代

の

比

千
す

い
市

′
ヽ
な

り

、

一成

元

・
仲

買

・
開

一Ｌ

”

収

林

い

に

、
な

る

ド
モ

が
わ
か
る
。
こ
れ
ほ
二
者
と
も
、
収
益
来
の
市

い
投

‐――‐
ト
ーｉ
“
神
行
≡
品

っ
た

こ

と

を

し

ぬ
一
し

て

い

る

．

註

↑

じ

　

川

浦

取

次

”ｕ
キ
ヤ落

体

制

解

休

期

の

経

済

構

造

」

（
十

茶
あ

よ

干

〓，
一）
。

（
２

）ヤ　

太

四

控

一

「
快
ｉ
木

に

お

け

る

挫

村

工

来

の
展

開

」

（
‐
十
一地

‐‐ｉｔｌ

け

”
一学

」

★
一号

ヽ

（
３

）

一
刑

生

紋

物
一史

上

中

巻

、　
二

一
七

京

．

（
４

）

千
（
保

十

三

年

ア

月

、

竹

之

内

源

的

の

言

土

げ

に

生

納

一
両

に

式

“

四

百

再
↓Ｌ

あ

る

．

こ

の

災

納

を

縦

納

に

す

る

Ｌ

、
　

一
ｉ‐１‐
―

に

式

■

百

日

◆
良

よ

）
に

な

る

と

思

わ

れ

る

。

（
５

）

天

保

十

四

年

、

常

沖
”
村

に

は

〓

昨
一
の

「
綿

打

‐

が

お

り

⌒耐

需

］

家
文
書
）
、

一せ如
ク
耶
牲
」
下
き
、
二
〇
八
長
に
も

一
神

打

陥
ど

の
″
十
日
れ

に

つ

い

て

の

べ

て

い

る

〉

（
６
）

丈
保
★
期
に
は
如
多
木
納
出
ほ
は
江
戸
水
品
問
に
の
代
理
店
的

性
略
ち′
市
Ｔ
工
Ｌ
い
た
。
だ
か
ら
、
知
ク
本
ｌｉｌｌｌ
問
に
の
収
得
卜
て
い

た
の
は
Ｈ
銭
で
は
な
く
隔
地
間

！ｉ
ｒｔ
鴻
刊
潤
で
あ

，
た
．
し
か
に
、

「
口
Ｌ
」
と
ｔｉ
史
料
上
の
用
た
な
の
で
、
そ
の
よ
■
■
用
に
た
．

（
７

）

ホ

玲

子

一
江

戸

ホ

神

刑

座

仲

十‐‐‐

Ｌ

関

京

本

―ｌｉｌ

Ａ

「
ｉｒ

ｔ

■

＝

先

一

二

七

四

キ
ヤ

ヮ

両
一
　

西
留

座

。
柿
Ｈ
買

・
織

一瓦

の

収

本
一

知
多
本
柿
刑
昼
の
経
営
に
つ
い
て
は
詳
細
な
一
十肥
が
ぁ
る
つ
て
、
記
明

- 47 -
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世ヽ

期

亨

ヾ

‥

転

宙

諒

訴

島

洲

『
ヨ
⑮
言
消
再
鶏
翠
将
フ
討
革
再
叫
け
ｏ

※
碧
再
咄
，
こ
セＯ
響
渦
ヽ
辞
む

ｏ

赳
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十    1     1

1  なし |  なし |

の
面
小成
を
え
て
い
■
石
一
て
、

平
均
■
収
十
両
ギ
ら
‐・、
に
な

イぅ
Ｌ
す
で
あ
イ，
ｎ
こ
〕
収
益

何
は
米
価
て
拠
年
十
■
と
米

七
有
食
に
な
ｒｌ
、
仲
Ｈ
”
ょ

Ｌ
の
飯
米
を
こ
え
る
て
い
〓
一

ド
す
ざ
な
い
て
あ
】っ
う
ぃ
た

か
ら
、
仲
買
い
営

！
…推
ｔ
よ
族

■
側
に
の
み
依
存
し
、
本
Ａ

人
結
銀
★
≡
あ

併
■
一維
持
改

が
ル申
柾
■
・占
っ
た
Ｌ
し
■
・ｈ
、

そ

の

収

林
”
が

十

な

か

っ
た

こ

と

が

わ

か

つ

‐、
で

、

撤

一九

に

つ

■

る

こ

Ｌ

に

し

ょ

う

．

…
中
峠
　
部
内

一
般
４

工
両

消

■

い
府
！

一
一付

ハ

ル

ト

一叶

卜

千
」

杯
，

拠
′／ｉ…世
一
出
ッ
ｆ
■あ

べ

イｔ
い
る
よ
う
に
、
載
■
は
性

はな
ド
の
な
か
に
広
，
、程
い田
脚
し

と
く
に
崖
業
経
営
の
補
党
部

| | | |
―々| 千1
4′女

ナjミ

【

市「千 ■| モ

i 、 i : i ! |

―■ 力:

純  |
ラ 千‖̀
‐1ん i)J
'レ  サく
,一 打j |   |  ヽ  l t ぅ

おl  f  ・

-19-
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”
重
複
を
き
い
る
こ
と
に
し
た
い
。
要
す
る
に
、
知
多
に
お
け
る
門
に
は

木
神
の
隔
地
問
流
通
の
パ
イ
プ
を
掌
据
す
る
大
商
人
で
あ
る
と
卜
も
に
、

部
内
で
最
上
の
階
層
に
属
す
る
地
ｉ
で
も
あ
る
。
こ
こ
て
、
竹
と
高
家
を

例
に
問
に
の
収
林
一キ
】み
る
こ
と
に
し
ょ
う
。
ギ
ノ
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
ロ

に
は
木
柿
の
出
荷
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
価
格
の
一
・
八
，
■
％
の
収

益
を
え
て
い
た
。
こ
の
率
を
も
と
に
し
て
、
第
二
表
に
■
之
内
気
が
販
売

し
た
水
柿
反
歌
か
ら
年
平
均
の
推
定
収
益
紙
を
し
め
し
た
。
ア京
”
に
よ
れ

ば
、
竹
之
内
な
い
ほ
ぼ
二
百
向
を
こ
え
る
張
先
年
益
を
え
て
い
■
下
一思
わ

す
る
収
益
を
も
た
ら
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
と
い
い
え
、
こ
の
竹
ｒ
一内
実

の
収
益
か
ら
経
常
の
維
持
裟
、
例
え
ば
本
公
人
給
銀
、
店
術

・
在
汗
品
の

維
持
、
資
金
の
回
転
率
の
低
さ
、
藤

へ
の
上
枯
金
、
な
ど
を
差
引
け
ば
、

間
屋
の
純
益
は
か
な
ら
ず
し
も
過
大
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
で
あ
テア、一う
。

つ
ぎ
に
、
仲
買
は
そ
の
経
営
や
階
層
な
ど
を
通
究
し
う
る
央
料
が
た
し

い
の
で
、
わ
ず
か
に
わ
か
る
，事
項
を
行
主
衣
に
し
め
し
た
。
′」
れ
に
よ
れ

ば
、
仲
買
は
中
挫
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
階
層
に
属
し
、
し
か
も
、

仲
質
業
以
外
店
杵
十ク
な
商
取
一引
を
い
と
な
む
万
屋
一的
な
商
人
の
側
需
一を
あ

わ
せ
も

っ
た
も
の
も
い
る
。
さ
ら
に
、
持
一品
や
竹
中之
内
末
と
の
大
縮
，取
引

近

・
金
額
な
ど
か
ら
み
て
も
、
仲
買
の
な
か
に
は
手
作
農
業
か
ら
解
十脱
し

て
地
■
化
の
本
一を
あ
ゆ
み
、
間
屋
に
つ
ぐ
階
層
に
上
井
し
て
い
る
ヽ
あ
屯

み
ら
れ
る
。
工
こ
で
、
弘
化
元
年
に
阿
屋
竹
之
内
家

・
両
中
品
質
Ａ、
木
神

を
奴
売
し
た
仲
甘
ｂ
人
数
と
立
叙
が
わ
か
る
の
で
、
第
四
表
に
し
ル
し
た
。

|
十  年

(■ ツ

取
引
額
百
両

貝
下

の
仲

質

は
他

の
三
好

の
開

屋

工、
の
販
売

も
あ

る
と
は

わ

れ

る

の

で
、、

か
な
ら
ず

し
ヽ
仲
買

の
規
模

々

し

め
さ
な

い
ｒ
わヽ

ろ

う
。

こ

の
表

に
よ
れ

ば

、
仲
買

は
取
引
佃

五
百

両
前
！後

に
集

中

し

、
し

か
も

、
仲
軍

一
人

れ

た
り

の
平
均
蚊
引
価

が

阿
下

二
十
両

ぐ

ら

い
に
併

ｌｌｉ

て
ュ
】一

こ
と

か
ら
み

て
、

取

引
何

ｉ
百
中両

ヾ

ら

い
が
仲

冨

の
料
準

的

な
規
模

で
あ

っ
た

と
考

え
ら

れ

る
。
と
す

れ
ば

、
仲

買

は
木

紳

価

帯

の

一

。
人
！

二

・
一
％

ず し
て か
わ も

° 「耐

こ イ〒
の 程
収  か
益  ら
作R α)
は す1文

当 益

時 を
の み
米 こ

f ↓ず

1突 ｀
与■2さ

り    !t,

オL に
ヤよ “11

★  1指
一 加
i l モi   ト

締

A

行
1司
家
の

1た

′(

狙
会
を
オ
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分
を
必
要
と
す
る
持
高
二
石
以
下
の
食
雄
層
に
深
一く
伊
地
し
て
い
た
。
さ

て
、
耐
元
の
振
得
す
る
生
産
虫

（飯
料
と
楠
）
は
木
柿
価
格
の
■
●
％
ゑ

に
も
と
し
て
い
た
こ
と
を
す
で
に
み
た
。
こ
の
生
産
竹
一は

「茶
地
」
で
二

賀
一
分
八
厘
、
北
も
十賀
の
た
と
る

「初
に
」
て
二
匁
三
分
二
Ｈ
に
な
り
、

米
価
で
換
算
す
る
Ｌ
米
二
升
七
台
か
ら
三
十
六
合
ぐ
ら
い
に
あ
た
っ
て
い

つ
．
こ
の
収
益
領
は
紋
元
に
と

っ
て
一
日
平
均
米
七
台
か
ら
六
十
■
も
た

わ
十
こ
Ｌ
に
な
る
。
し
か
も
、
年
間
の
不
綿
生
此
上
品
天
保
末
年
に
一
方

付
平
均
問
●
●
●
反
余
、
一
戸
平
均
二
八
ｋ
よ
に
算
＝
十
■る
こ
■
【
で
≡
・

一
．
と
す
れ
ば
、
平
均
値
の
性
格
と
し
一
・、
載
充

一
戸
平
均
生
産
ｔ
は
、

■
性
に
は
さ
ら
に
オ
ー
バ
ー
す
る
と
み
な
け
れ
に
な
ら
な
い
。
Ｌ
‐と，
一
戸

平
均
生
産
性
は
家
族
労
的
十
ｉ
＝
と
す
る
紋
元
に
Ｌ

っ
て
四
２
王
力
月

‐，っ

方
拘
日
数
を
要
し
、
そ
の
間
に

お
け
る
だ
い
た
い
二
人
分
の
飯
★
■
確
保

）
「フる

と
み
ヤー
ふ
い
だ
・つ
つ
。
だ
か
ら
、
知
，
革
に
お
け
る
紋
モ
経
常
ｔ

計

　

　

一
　

，
っ

　

一

十円
　
　
一末

竹
た
内
生
！一一

中

島

衣
・

岬一＼　一“

挫

門

期

に

お
け

る

差

家

経

営

の
再

生

産

に

大

き

な
比

五

を

も

ち

、

不

十

分

な

が

ら

も

いに
閃

対

の

再

生

産

を

さ

さ

え

る

■
ル
中
に

な

っ
て

い

た

こ

と

を

し

め

し

て

い

よ
う

≡

一証
（
１
）
　

「杯
■
（
大

中、一化
方

十
↑
冊
口
円
摩

の

姓

的

Ｆ
年
開
‐〓
（
一
切
一一
十■

）
．

（
２

）

ャ千

Ｆ

町

編

・
刊

『
キ

田

町

史

」

下

、

七

八

一真

。

「
米

イー‥ｔｉ

格

の
■
一

市や

↓

に

よ

れ

やは
、

天

一体

十

す

■
‐
の

米

桁
Ｔ
は

一
向

に

本

七

十

で

わ

≡

た

．

そ

こ

で

、

十

一
両

を

銀

ネ

●

々

ド

換

算

し

て

計

算

し

た
。

ュ

下

の
米

一御

の

”投
伸
一は

い
づ

れ

よ
）
同

様

で

あ
≡
る

．

（
３
）

弘

化

万
年

、

中

島

一本

の

本

市

は

入

■

，徹

は

■

万

０

八

二

■

両

、

ド

株

に

竹

之

内

家

は

七

二

七

五

両

ｔ

あ

る

。

こ

の

台

計

金

薇

１

方

八

丁

督

け

山

余

を

収

克

し

た

仲
中
買

五

四

名

で

劇

算

し

て

た

た
平

均

（
十
紙

ｆ
、
あ

る

。

（
４
）

出

中

一車

策

締

一
に

反

回

知

ヤ

＝

詰

」

力

式

．

（
５

）

森

原

一事

氏

は

天

保

末

年

の
知

杉

部

の
府

林

枚

を

一
四

五

カ
村

、

一メ

攻

，ど

ニ

カ

五

千

一メ

と

＝

定

し

て

い

る
、

こ

の
村

落

枚

・
戸

及

で

約

七

●

万

丈

の
木

紳

生

産

亡ｉ‐ｉ
を

割

算

Ｌ

て

え

た

平

均

位

で

あ

る

．

一五
　
本
綿
価
格
の
支
配
を
め
ぐ

っ
て

本
神
の
価
””
に
つ
い
て
、
人
保
十
一
年
江
市
両
純
木
柿
問
煤
仲
附
付
■

の
■
的
に
、

「古
之
内
買
ｒ
二
致
し
に
而
も
、
九
非
引
下
ケ
方
御
ス
ｆｆ
に

不
■
中
供

ハ
テ
ハ
町
相
済
」
Ｌ
の
べ
て
、
価
性
の
高
性
を
持
摘
し
て
い
，１，

よ
う
に
、

（こ”
天
■
期
以
降
、
江
戸
両
純
ホ
神
ｉｌ，１
屋
は
知
多
水
榊
”
――ｌｌｉ
常
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日
分
織
‐‐十‐
語
」
戊
有
〓に
道
叫

ニ
ハ
い
と
、
依
有
利
ｒ
ｉｌｌｌ
，守
た
代
も
ぇ
快
何

考
」
と
わ
る
よ
う
に
、
！１こ
紳
の
買
付
に
‥ｔ，っ
た
り
、
ｍ
，
本
神
―十‐‐
片

．
仲
Ｈ

市
和
元
の

「赦
手
同

一
を
考
は
し
、
撤
元
の
生
産
投

（再
生
ｒ
＝
サ
）
―千″
．

保
障
せ
さ
る
ど
え
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
アサデ
し
時
，＝
ぶ
生
ド
■
が
、
十
一ム

一

一的却一坤中「”帥岐・ドに一部鞠卿功人、之卸耐中刑出！時！ｍＰは志巾一巾一帥ｗ岬

に
　
（
力
点
■
十
七
■
ス
）
べ
て
い
る
よ
う
に
、
Ｉ
戸
■
納
―――‐
昼
い
句
柿
の

こ
と
、
怖
多
末
紳
”問
に

，
仲
買
ヽ
水
柿
Ｈ
一付
値
！段
”
決
定
均
を
し
た
い
に

失

い
、
価
株
の
肺
↓占
か
ら

一
歩
後
送
し
は
じ
品
一
竹
■
」
を
し
め
し′
ｆ
．い
よ

う
。
こ
れ
は
純
元
が
木
締
の
価
杵
形
成
に
、
そ
の

一
端
を
に
な
い
い
し
め

る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

一馨
〔１
）

北
キ
エ
元
編

『
江
戸
商
業
と
伊
勢
店
』
Ｔ
Ｈ
川
吹
女
館
を
、
四
■

五
，
共
有
４

江
戸
本
納
問
風
に
ｉ
る
仙
格
文
配
の
無
力
化
が
指
摘

去
】拘
字

い
ス
）。

↑
Ｌ
一　
如
多
部
の
糾
一品
値
段
は
天
保
五
年
に
　

世ヽ
，

一世
Ｉ
ヽ
■
ぐ
ら

い
で
あ

っ
た
が
、
同
十
三
年
に

一
両
に
二
Ｉ
古
匁
に
な

っ
て
い
る

↑
ユ
）

，
次
落

の
知
一多
木
納
政
策
に
つ
い
て
は
、
ホ
Ｌ
人

‐ヽ十一“
方
水
納

関
岸
の
史
的
犀
行
開
六
塙
章
”
！）
の
第
二
車

「
荘
い乱
佃
と
如
ラ
木
品
」

を
参
・照
さ
れ
十
一
い
。

★
十　
弟
均
　
オ
フ
　
び

知
多
・木
神
の
言
一技
生
産
者
で
あ
る
紙
元
と
一分
耐
ｒｉｌｉｉ
一怖
の
形
成
に
つ

，
映
誌
の
旧
た
よ
所
時
代
に
わ
た
る
天
伴

・
芽
Ａ
期
を
中
心
に
の
べ

一
一ぶイ
、　
こ
ャ
章一一Ｌ
十典（拓口
‐レ
ｆ
、工い
こ
一つ一。
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こ
の
時
期
一ウに
お
け
る
知
多
木
締
生
産
は
恐
！民
経
営
一の
な
か
に
、
再
生
産

？
補
完
部
分
と
し
て
成
立
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
締
一元
は
小
商
品
生
産
者

化
が
進
み
、
，不
一市
の
価
格
形
成
に
歩
だ
一す
′る
よ
う
に
な

っ
た
。
こ
つ
た
め
、

縦
充
を
直
接
に
学
握
す
る
段
階
に
い
た
ら
な
い
知
多
穴
締
Ｍ
屋

≡
件
買
ほ

木
締
の
価
格
！支
配
＝
独
占
か
ら

一
歩
後
退
汁
よ
ぎ
な
″
、さ
れ
、
し
た
が
っ

て
江
戸
木
締
れ
庄
も
価
格
決
定
力
を
失
う
に
い
た
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
助

き
は
知
多
木
柿
問
座
を
学
拝
し
て
、
木
綿
の
流
通
過
程
か
ら
収
益
を
吹
収

し
よ
う
と
し
た
た
峡
落
の
国
産
会
所
政
策
を
も
河
姫
一さ
せ
る

一
つ
の
要
西

い
も
な

っ
た
。

こ
と
に
、
女
政
期
以
降
、
知
ク
木
締
問
啓

・
仲
Ｆ
は
新
た
な
＝
一よ
制
支

配
の
強
化

（
生
産
過
程
へ
の
介
入
）
を
打
出
し
、
明
吉
中
珂
虫
降
ｌｉ‥
な
る

と
、
技
一守
の
京
討
を
ひ
て
、も
の
の
な
か
か
ら
、
知
多
一本
紳
の
工
場
経
宵
ｆ

が
イ■
出
す
る
よ
う
に
な
る
。

註
（
‐
》ヽ

川
浦
性
次
氏
は
天
保
期
に
同
じ
に
張
離
■

十
一た
さ
れ
る
代
留
杭

に
つ
い
て
、
す
で
に
価
値
法
則
の
女
徹
“
れ
が
十
分
に
年
加
で
き

る
と
高
く
辞
価
し
て
い
る
。　
十一碑
訴
作
御
続
株
‐‐期
の
経
済
航
姓
一

（
お
チ
の
水
一〓
，
）、　
一
二
〇
夏
。

附
記
　
小
稿
で
使
用
し
た
史
料
は
愛
卸
保
知
多
町
岡
田
の
竹
た
内
衣
丈

書
、
両
町
八
幡
女
打
架
蔵
文
書
、
市
滑
市
市
場
の
肥
田
家
文
討
、

キ
田
市
の
乙
川
小
学
校
架
蔵
丈
芋
で
あ
る
。
史
料
の
同
覧

・
午
与

に
あ
た
り
、
関
係
の
方

々
に
御
市
配
い
た
だ
い
た
。
紀
し
て
，
く

感
謝
中
し
あ
一け
た
い
０
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